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度分解光電子分光を用いてハーフメタル候補物質 CrO2及び CoS2の詳細な電子状態研究を報告する。 
 
CrO2のバルク敏感スピン角度分解光電子分光（SARPES） 






 岡山大学に建設したバルク敏感 SARPES装置のスピン分解能力を示す有効シャーマン関数 Seffを決定
するために、スピン偏極率がよく調べられた Bi薄膜の SARPES実験を行った。この実験のために薄膜
作製・評価槽を本装置に建設し Si基板上に Bi薄膜を作製した。モット検出器の調整を経た後、Bi薄膜
の SARPES測定から Seff = 0.1 ± 0.06と決定し、本装置によるスピン偏極物質の物性探索を可能にした。 
 本装置を用いて CrO2エピタキシャル膜のバルク敏感 SARPES 測定を行なった。試料は独自の閉鎖系
CVD 法を用いて作製したもので、低速電子線回折及び光電子分光測定から表面不純物 Cr2O3の少ない




     













 20 K 以下の低温において少数スピン状態にギャップを観測し、CrO2が低温でハーフメタルであるこ
とを再び示した。さらに、80 Kにおいて少数スピン状態が結合エネルギーEB = 10 meVから EFの微細な
エネルギー領域に現れることを発見した。この少数スピン状態は 120 Kまで同様のエネルギー領域で発
























ンに依存した強相関効果による mass renormalizationが示唆された。この強相関効果のスピン依存性は Ni
等の通常の強磁性金属よりも極めて大きく、ハーフメタル性発現とこの巨大スピン依存相関効果の関連
が示唆された。さらに温度変化測定から、EF近傍の電子状態変化は常磁性バンド構造への転移ではなく、
強相関効果によるブロードニングであることを明らかにした。 
 
 
